
親
善
ゴ
ル
フ
大
会
で
の
腕
試
し
等
、

楽
し
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
業
界
の
現
状
は
、
規
制
緩

和
、
自
由
競
争
、
少
子
高
齢
化
の
進

展
等
、
諸
々
の
事
情
に
よ
り
ま
す
ま

す
多
様
化
す
る
医
療
ニ
ー
ズ
に
い
か

に
応
え
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
お
り

　
東
京
医
療
専
門
学
校
・
呉
竹
会
会

長
に
就
任
以
来
四
年
が
経
過
い
た
し

ま
し
た
。
在
任
中
に
賜
り
ま
し
た
皆

様
か
ら
の
ご
支
援
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
大
過
な
く
任
期
を
全
う

出
来
ま
し
た
の
も
、
呉
竹
会
役
員
並

び
に
学
園
の
坂
本
理
事
長
、学
校
長
、

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
業
界
屈
指
の
歴
史
と
伝

統
を
誇
る
呉
竹
学
園
の
Ｏ
Ｂ
と
し
て

母
校
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
退
任
の
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

う
要
件
が
あ
り
ま
す
。
在
宅
医
療
に

携
わ
っ
て
い
る
卒
業
生
か
ら
の
情
報

や
意
見
を
い
た
だ
き
、
ど
こ
の
学
校

に
も
負
け
な
い
充
実
し
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
編
成
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
本
校
の
発
展
に
は
、
呉
竹
会
会
員

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
が
必
要
不
可
欠

で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
一
万
五
千
余

名
の
卒
業
生
と
一
緒
に
、
社
会
へ
貢

献
し
て
い
く
学
校
を
築
い
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
多
様

化
す
る
な
ど
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
つ
に
厚
生
労
働
省
が
打

ち
出
し
た
『
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
』
と
い
う
施
策
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
重
度
な
要
介
護
状
態
と
な
っ
て

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い

暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
・
介
護
・

予
防
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供

さ
れ
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。
医

師
を
始
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
関
係
職

実
践
的
な
職
業
教
育
を
行
う
一
環
と

し
て
、
臨
床
経
験
豊
富
な
卒
業
が
働

く
現
場
（
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
）
を
見
学

す
る
機
会
を
提
供
し
、
入
学
し
て
間

も
な
い
学
生
に
対
し
て
治
療
で
症
状

が
改
善
し
て
い
く
こ
と
を
見
せ
る
こ

と
で
、
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
・

鍼
灸
・
柔
道
整
復
術
の
可
能
性
を
実

感
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
分
も
諸
先
輩
の
よ
う
な
治
療
者
に

な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
高
め
、

最
終
学
年
の
学
生
に
は
専
門
性
を
学

実
務
の
知
識
・
技
術
・
技
能
を
身
に

つ
け
ら
れ
る
実
践
的
な
職
業
教
育
に

取
り
組
む
学
校
（
学
科
）
を
文
部
科

学
大
臣
が
『
職
業
実
践
専
門
課
程
』

と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。
こ
の

種
の
方
々
と
連
携
し
、
一
緒
に
高
齢

者
が
住
む
地
域
を
支
え
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
の
連
携
の
輪
の
中

に
私
た
ち
の
職
種
が
入
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
、
あ
は
き
師
・

柔
整
師
が
ど
の
よ
う
な
医
療
を
提
供

で
き
る
の
か
。
そ
の
た
め
に
は
学
校

と
し
て
ど
の
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
つ
く
り
教
育
し
て
い
く
の
か
を
考

え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
職
業
実

践
専
門
課
程
の
認
定
に
は
「
カ
リ

び
就
職
に
つ
な
が
る
よ
う
な
教
育
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
急
務
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
学
校
と
卒

業
生
が
連
携
し
て
後
進
の
指
導
に
あ

た
る
シ
ス
テ
ム
は
、
学
生
を
受
け
入

れ
て
く
れ
る
卒
業
生
の
諸
先
生
方
の

協
力
な
し
で
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
医
療
を
め
ぐ
る
環
境
は
、
急
速
な

少
子
高
齢
化
、医
療
技
術
の
高
度
化
、

認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
歴
代
の
校
長
を
中
心
と
し
た
教
職

員
の
努
力
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
卒

業
生
の
活
躍
が
社
会
的
に
評
価
さ
れ

た
こ
と
が
大
き
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
東
京
医
療
専
門
学
校
の

教
育
が
文
部
科
学
大
臣
認
定
と
い
う

お
墨
付
き
を
得
て
、
名
実
と
も
に
大

学
と
並
ぶ
高
等
機
関
と
し
て
の
存
在

感
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
医
療
機
関
や
施
術
所
と
連
携
し
て

　
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
鍼

灸
師
、
柔
道
整
復
師
を
取
り
巻
く
環

境
は
医
療
面
と
教
育
面
で
大
き
く
変

化
を
し
て
お
り
ま
す
。
東
京
医
療
専

門
学
校
は
そ
の
変
化
に
対
応
で
き
る

人
材
を
育
て
る
た
め
に
学
校
自
体
も

変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
教
育
面
で
は
、
平
成
二
十
六
年
四

月
か
ら
本
校
は
職
業
実
践
専
門
課
程

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。『
職
業
実
践

専
門
課
程
』
と
は
、
専
門
学
校
の
う

ま
す
。
母
校
呉
竹

学
園
と
卒
業
生
を

結
ぶ
呉
竹
会
の
役

割
は
ま
す
ま
す
重

キ
ュ
ラ
ム
編
成
に

医
療
機
関
や
施
術

所
の
意
見
を
反
映

す
る
こ
と
」
と
い

ち
、
企
業
（
医
療

機
関
や
施
術
所
な

ど
）
と
密
接
に
連

携
し
て
、
最
新
の

教
職
員
の
皆
さ
ま

方
か
ら
の
ひ
と
か

た
な
ら
ぬ
ご
協
力

の
賜
と
重
ね
て
御

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
呉
竹
医
学
会
、
呉
竹
祭

等
に
つ
き
ま
し
て
も
、
年
々
、
充
実

し
た
内
容
で
開
催
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
久
し
ぶ
り
に
開
催
し
た

移
動
理
事
会
は
、
会
議
の
あ
と
に
世

界
文
化
遺
産
富
岡
製
糸
場
の
見
学
や

業
生
の
各
界
で
の
活
躍
ぶ
り
等
が
き

め
細
か
く
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
、
新
た
に
広
報
担
当
部
長
職

を
設
け
ま
し
た
。

　
例
年
の
総
会
後
に
開
催
さ
れ
る

「
卒
業
生
の
集
い
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
幹
事
役
を
卒
業
後
三
年
目
の
Ｏ

Ｂ
の
皆
さ
ま
に
お
願
い
す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。
毎
年
、
幹
事
年
の

Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ま
は
、力
を
合
わ
せ
て
、

た
い
へ
ん
熱
心
に
企
画
運
営
を
し
て

い
た
だ
い
て
、
楽
し
い
集
い
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
Ｏ
Ｂ
の

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
長
就
任
以
来
、
Ｏ
Ｂ
と
母
校
と

の
情
報
交
換
に
微
力
な
が
ら
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。「
く
れ
た
け
だ
よ

り
」
の
年
二
回
の
発
行
に
よ
り
、
イ

ベ
ン
ト
開
催
、
講
習
会
開
催
、
臨
床

研
修
会
、
各
支
部
の
活
動
状
況
、
卒

c
c
c
c
c
c
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呉
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会
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長
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井

　
　弘

東
京
医
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門
学
校

 

校
長

　齊
藤

　秀
樹

退
　
　
任

あ
い
さ
つ 

会
長
職
４
年
を
振
り
返
っ
て

職
業
実
践
専
門
課
程
に
認
定

甲野　　功先
生 プロフィール

こう の
いさお

平成19年 東京医療専門学校鍼灸マッサージ科
 

卒業
平成23年　同柔道整復師科卒業平成26年　同鍼灸マッサージ教員養成科卒業
 

４月より自治医科大学附属病院麻酔科
 

臨時職員（週一日勤務） 
５月より「あじさい鍼灸マッサージ

 
治療院」開業

患者さん中心の治療を

活躍する卒業生!!活躍する卒業生!!活躍する卒業生!!活躍する卒業生!!
シ
リ
ー
ズ

甲野　　功

5

　東京都新宿区で治療院を開業しております。開業したきっかけは４
年前の東日本大震災がきっかけでした。自分の子どもや親、そして地
域の皆さんの役に立つ場所をつくりたいと思い、教員養成科を経て自
宅そばで開業しました。家族が困ったときに家族が地域に助けてもら
えるように、地域を助けることができる治療院を目指しています。屋
号の「あじさい」は長女の、ロゴマーク（妻作画）は次女の名前に関
連しています。治療院自体は一人で行っていますが家族の支えなしに
は成り立ちません。家族のために、家族を含めた地域のための治療院
でありたいです。
　治療のモットーは「何の治療をしたいか、よりも誰の治療をする
か」です。（このような人はいないでしょうが）ある特定の治療法以
外は絶対に行いません、難治性疾患をみたいので肩こり・腰痛は他に
行ってください、といったような態度は術者の都合だと思います。腰
痛で来院された患者さんが、全く可能性がないとは言いませんが、一

生腰痛で苦しむことは少な
いでしょう。この患者さんが年齢、職歴を重ねること
で他の主訴が出てきたときに対応できるように、症状
や治療方法ではなく患者さんを中心に考えています。
例えば若い女性が、最初は腰痛で来院されたとしま
す。その後、結婚を控えて美容鍼を受けたい、不妊に
悩んで不妊治療の補助がいる、妊娠して逆子になって
しまった、産後母乳の出が悪い、産後また腰痛が復活
した、といったことは考えられます。そういった変化
にも対応できるように、これまで勉強し技術を学び実践してきました。屋号の
「あじさい（紫陽花）」は土壌の酸性度や時間によって花の色が変わります。紫
陽花のようにその人の症状、環境、訴えによって色を変えるような術者でありた
いと考えています。紫陽花の花ことばの一つは「移り気」。これからも本分を
しっかり残したまま、貪欲に多くのことを学び、習得していきます。
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卒後臨床研修講座 申込フロー申込フロー申込フロー

①申込 東京医療専門学校のホームページトップページから、ページ左側にある『卒後臨床研
修講座』を開き、ご希望の講座の申込用紙をダウンロードし、記入後学校へFAX
にてお送りください。（FAX：03-3358-3976）

受講票を事務窓口で
お渡し致します。
講座が行われる教室
へのご案内を致しま
す。

定員超えによる抽選にもれた場合
抽選にもれた旨を書面にてお伝え致
します。
基本的には参加は出来ませんが、キャ
ンセルが出た場合もう一度抽選を行
い、受講可能になった方には学校より
お電話致します。

申込キャンセルの場合

申込締切前　ご連絡ください。

申込締切後（振込前まで）

　　　　　　　キャンセル待ちの方へのご連絡もありますので、早

急にご連絡ください。

受講料振込後　早急にご連絡ください。受講料はいかなる理由でも

ご返金出来ません。予めご了承ください。

キャンセルのお電話が頂けない場合

　　　　　　　次回以降、参加が制限される場合がございます。ご

注意ください。

②申込
　締切

③受講日
　当　日

受講可能な場合
学校より受講料の振り込み願いが
お手元に届きます。
指定口座へのお振り込みをお願い
します。
また、当日までにご用意して頂く
ものについてもご案内致します。

　　　　　　　ホームページにある申込用紙をダウンロードしていただき、必要
事項を記入の上FAXにてお申し込みください。ホームページからダウンロードが
できない場合は、お電話にてお問い合わせください。（TEL：03-3341-4043
　FAX：03-3358-3976）
　受講料の入金方法につきましてもホームページに記載がございますので、併せ
てご確認ください。各講座全日程参加される方に限ります。また、実技の講習会
については相互刺鍼があるため、刺激を受けることが出来ない方（妊婦・過敏症
の方）はご遠慮ください。
　申込締切後、定員を超えた場合には抽選になります。また講義中、HP掲載用
の写真を撮らせていただきます。ご了承ください。

申 込 方 法

卒 後 臨 床 研 修 講 座卒 後 臨 床 研 修 講 座卒 後 臨 床 研 修 講 座平　成
27年度

講座名 開催日／時間／金額／申込期間 講師／講義内容

医古文入門（文章編）

５／ 27・６／ 24・７／ 22・８／
26・９／ 30・10／ 28
（毎回水曜日・全６回）

小杉　順一　先生　東京医療専門学校鍼灸科講師

18時30分～ 20時30分
昨年度に引き続き、今年度も医古文入門を開講します。文字の解説がほぼ終わりましたので、これからは文章の構造
を学習しましょう。原文に触れるのももうじきです。なお、新しく参加される方への方策を構じますので、御心配な
く参加してください。

12,000円

申込期間：５／11～５／ 15

美容鍼

６／４
堀口三恵子　先生　コウ鍼灸治療院院長、東京医療専門学校鍼灸マッサージ教員養成科講師

10時～ 17時（休憩を挟む）

6,000円 美容鍼の治療効果への関心が高まる昨今、美容鍼の第一人者で本校の卒業生でもある堀口三恵子先生をお迎えして講
習会を開催します。申込期間：５／11～５／ 22

美容鍼アドバンスコース

７／２
堀口三恵子　先生　コウ鍼灸治療院院長、東京医療専門学校鍼灸マッサージ教員養成科講師

10時～ 14時（休憩を挟む）

3,000円
今年度も過去に『美容鍼』講座を受講された方を対象に、アドバンスコースを開催します。

申込期間：５／11～６／ 12

在宅リハビリ入門

７／29
田中　正人　先生　理学療法士、東京医療専門学校鍼灸マッサージ科講師

14時～ 17時

3,000円 高齢化の時代を背景に在宅介護が必要とされる方が増えています。関節拘縮の予防などの基本的訓練や介護をする側
の負担を軽減するための体位変換、安全な移乗動作の方法などを学びます。申込期間：５／11～７／ 10

スポーツテーピング＆
安定性獲得トレーニング

８／６・８／７（全２回） 春日井有輝　先生　 筑波大学体育専門学群、放送大学文化科学研究科卒業。呉竹鍼灸柔整専門学校柔道整復科卒業（平
成22年度）。柔道整復師、日本体育協会公認アスレティックトレーナー、NSCA-CSCS。法政
大学スポーツ健康学部兼任講師。陸上競技、ボート等のコーチ・トレーナーとして活動。14時～ 17時

6,000円
本講座では、講師自身がアスレティックトレーナーとしてスポーツ現場で実践している内容を中心に紹介します。テー
ピングは巻かれるアスリートや患者の感覚を重視し、少しでも違和感を減らす点を重視した方法を紹介します。トレー
ニングは基礎的なものから強度の高いものまで段階的に紹介し、アスリートから中・高齢者まで実践できるものとし
ます。特にスポーツ現場でアスレティックトレーナーとして働く際には、テーピング・トレーニング指導ともに多く
求められる内容です。また、施術所でも取り入れやすい内容になっていますので、様々な場面でご活用いただければ
と思います。

申込期間：５／11～７／ 17

不妊治療

９／３
徐　　大兼　先生　アキュラ鍼灸院院長、アキュラ生殖医療アカデミーディレクター

14時～ 17時

3,000円 近年、治療について熱心に勉強して来院される患者様が増えています。不妊・不育を治療するためには高度生殖医療
についての幅広い知識を身につける必要があります。この講習では、患者様のバックグラウンドや心理・精神状態を
把握した上での適切な情報やアドバイスの提供の仕方および治療について学びます。申込期間：５／11～８／７

深部組織マッサージ

９／16
広橋　憲子　先生　筑波技術大学非常勤講師、北京・ロンドンオリンピック競泳日本代表チームトレーナー

10時～ 17時（休憩を挟む）

6,000円 「深部組織マッサージ」により、無痛で体の表層から深部までのケアが可能となりました。今話題のインナーマッス
ル（腸腰筋など）へも的確にアプローチ。治療、スポーツ、リラックスなど幅広く応用できる技術を身につけましょう。申込期間：５／11～８／ 21

経絡治療（応用）

６／ 18、７／ 16、８／ 20、９／
17、10／ 15

臨床の現場で経絡治療をどう利用するかを重視したコース。脈診を始め東洋医学的診察方法の能力の向上など経絡治
療での臨床力を養います。終了時には基礎同様、東京医療専門学校と経絡治療学会より修了書をお渡しいたします。

18時30分～20時40分（休憩を挟む）

10,000円

申込期間：５／11～５／ 29
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国
家
試
験
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格
を
目
指
す
あ
な
た
に

国
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試
験
合
格
を
目
指
す
あ
な
た
に

　

鍼
灸
師
・
柔
道
整
復
師
の
養
成
学
校
を
卒
業
さ
れ

た
方
を
対
象
に
、
長
年
に
わ
た
り
積
み
重
ね
て
き
た

国
家
試
験
対
策
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
国
家
試
験

合
格
へ
の
確
か
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
し
ま
す
。

　

年
々
、
難
易
度
が
上
が
っ
て
い
る
「
は
り
師
・
き
ゅ

う
師
・
柔
道
整
復
師
」
の
国
家
試
験
へ
の
万
全
の
準

備
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
他
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
も
受
講
可
能
で

す
の
で
、
新
た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
す
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
募
集
概
要
・
申
込
方
法
等
に
つ

き
ま
し
て
は
、
当
校
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



　

平
成
二
十
四
年
に
鍼
灸
マ
ッ

サ
ー
ジ
科
を
卒
業
し
た
井
坂
有

杏
で
す
。
私
は
学
生
時
代
か
ら

新
宿
区
鍼
灸
師
会
の
新
宿
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
し
、
そ
の
経
験
を

も
と
に
東
京
マ
ラ
ソ
ン
で
の
受

付
・
誘
導
担
当
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

東
京
マ
ラ
ソ
ン
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
は
、
市
民
ラ
ン
ナ
ー

に
鍼
の
効
果
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
ゴ
ー
ル
地
点
に
二
十

床
の
ス
ペ
ー
ス
を
お
借
り
し
て

無
料
の
施
術
を
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
ボ
ラ
ン
テ
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ア
に

ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い

ま
す
か
。
資
格
が
な
い
学
生
は

ラ
ン
ナ
ー
さ
ん
と
の
直
接
的
な

接
触
は
少
な
い
の
で
は
な
い

か
。
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
以
外
ほ

と
ん
ど
施
術
に
は
参
加
で
き
な

い
の
で
は
な
い
か
。

　

実
際
の
現
場
で
は
、
受
付
に

い
る
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
フ
ル
マ

ラ
ソ
ン
を
完
走
し
た
ラ
ン
ナ
ー

さ
ん
に
誰
よ
り
も
先
に
「
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
！
」
と
声
を
か

け
、
待
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し
て
い
た
だ
い
て
い
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方
た
ち
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ

ン
グ
を
整
え
ま
す
。
そ
し
て
ロ

ス
タ
イ
ム
を
な
る
べ
く
減
ら
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た
め
万
全
な
準
備
を
し
て
お
き

ま
す
。
初
参
加
の
資
格
者
も
必

ず
担
当
ベ
ッ
ド
が
あ
り
即
戦
力

と
し
て
す
ぐ
に
施
術
に
加
わ
っ

て
も
ら
い
ま
す
。

　

休
憩
時
間
は
あ
り
ま
す
が
、

並
ん
で
待
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
ラ
ン
ナ
ー
さ
ん
た
ち
の
表
情

や
疲
労
度
を
見
て
い
た
ら
気
持

ち
に
応
え
た
く
な
り
、
自
然
と

身
体
が
動
き
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ

は
常
に
、
今
自
分
が
で
き
る
こ

と
を
探
し
ま
す
。

　

私
は
東
京
マ
ラ
ソ
ン
の
鍼
灸

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
毎
年
ク
レ
ー

ム
な
く
受
付
数
が
増
え
続
け
て

い
る
の
は
こ
の
「
組
織
力
」
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
施
術
は
声

を
か
け
た
受
付
の
時
点
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
参
加
し
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
全
員
で

行
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

あ
の
臨
場
感
を
共
に
感
じ
、

今
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム

を
一
緒
に
作
り
上
げ
て
い
く
方

を
、
私
た
ち
は
い
つ
で
も
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
た
っ
た
一
日

で
多
く
の
経
験
が
で
き
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
一
度
参
加
さ
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。

東京マラソンでボランティア

井坂　有杏

リンパ浮腫治療・技術習得コース 第 4回リンパ浮腫療法士・資格取得コース

受講期間
平成 27年 8月 29日～平成 27年 12月中旬
●上記期間中の金曜日の夜、土曜日を中心に開催予定
※詳細な受講日程は、募集要項にてご確認願います。

募集期間 ●平成 27年 5月下旬～平成 27年 7月末　募集期間中でも予定数に達した場合、募集を修了する場合があります。

受講資格 ●日本国内における医療に関する国家資格を有している者

● 受講資格はリンパ浮腫療法士認定機構の認定資格に準じますが、近い将
来においてその基準を満たす予定の方も受講可能です。

《受講資格：下記①および②に該当される方》
① 日本国内における医師・看護師・理学療法士・作業療法士・あん摩マッサー
ジ指圧師・柔道整復師のいずれかの資格を有している方

② 上記資格取得後、２年以上の実務経験を有している方もしくは近い将来、
２年以上の実務経験を有することになる方

講座概要

●講義形式：13単位
●実習形式：62単位
※１単位＝約 1時間、計 75単位

　認定やディプロマはいらない、とにかく治療法を本格的に習得したいと
いう方向けのコースです。
　リンパ浮腫とは・・・という基礎から始まり、リンパ浮腫治療の中心と
なる複合的療法を細かく指導いたします。複合的療法では、特殊なバンテー
ジ、特殊な編み方をした弾性着衣を用いて行う圧迫療法、圧迫下での運動
療法、リンパの流れを把握しながら行うリンパドレナージ、スキンケア、
患者さん自身がケアをおこなえるようになるためのセルフケア指導など、
実際に臨床の現場で行われている治療をそのままお伝え致します。

　※ こちらのコースは修了試験、臨床実習、各専門医による特別講義は含
まれておりません。修了証は発行されますが、リンパ浮腫療法士の認
定資格に必要な 135単位には満たない設定です。リンパ浮腫療法士の
認定を予定されている場合は下記の『リンパ浮腫療法士・資格取得講
習会』を受講ください。

●講義形式：45単位
●実習形式：90単位
※１単位＝約 1時間、計 135単位
●臨床実習：多種多様な治療を見学予定
※講習内容は「リンパ浮腫療法士認定機構」の定めた講習内容に準ずる。
※全ての講義終了後、筆記試験、実技試験、口頭試問を実施する。

　一般社団法人 リンパ浮腫療法士認定機構が行う『リンパ浮腫療法士』の
認定を受けるために必要な 135 単位のカリキュラムを設定したコースで
す。『リンパ浮腫・取得講習会』の内容に加え、各専門分野の医師による特
別講義やベテル南新宿診療所での臨床実習、また最終日には修了試験、そ
して『リンパ浮腫療法士』の認定試験前には受験対策指導を行っております。
『リンパ浮腫療法士』の認定を予定される方はこちらのコースをお申し込み
ください。
　『リンパ浮腫療法士』の認定試験についての詳細は一般社団法人 リンパ
浮腫療法士認定機構のホームページをご覧下さい。
　　　　一般社団法人 リンパ浮腫療法士認定機構　　http://www.jclt.jp/

　※ 受験対策指導は今回の講習会の日程予定、受講料には含まれておりま
せん。試験前に随時参加者に合わせて開催いたします。こちらコース
は原則『リンパ浮腫療法士・資格取得講習会』を受講された方を対象
に行います。

受講費用

●一般の方：213,840 円（教材費含む /消費税込）
●呉竹学園関係者の方：189,000 円（教材費含む /消費税込）
※ 呉竹学園関係者＝東京医療専門学校、呉竹鍼灸柔整専門学校、呉竹医療
専門学校の卒業生、教職員の方

●一般の方：432,000 円（教材費含む /消費税込）
●呉竹学園関係者の方：324,000 円（教材費含む /消費税込）
※ 呉竹学園関係者＝東京医療専門学校、呉竹鍼灸柔整専門学校、呉竹医療
専門学校の卒業生、教職員の方

会　　場 ●講義 /実技：東京医療専門学校　代々木校舎（所在地）東京都渋谷区代々木 1-55　学園ビル
●実習：ベテル南新宿診療所（所在地）東京都渋谷区代々木 2-6-8　中島第一ビル２F

募集定員 各コース合わせて 20名程度

　国内の続発性リンパ浮腫（リンパ郭清・放射線治療後の場合）の発生は年間５～７万人と推測されています。しかしながら有効な治療方法やリンパ浮腫という症状そのものの理解が
まだまだ少なく、この症状に悩む患者さんがたくさんいらっしゃいます。
　東京医療専門学校ではこのリンパ浮腫についての講習会を提携医療機関であるベテル南新宿診療所とのタイアップにより実施してまいりました。リンパ浮腫の治療である複合的療法
（CDT）は、主に癌を罹患し治癒された方や今も治療中の方を対象とした治療のため、専門的な知識と技術、そして臨床経験が必要となります。現状ではこの治療を必要としている患
者の方の数に対し、施術者の数が絶対的に不足しています。
　今年はこの複合的療法を習得し、（一社）リンパ浮腫療法士認定機構が認定する「リンパ浮腫療法士（LT）」の資格取得を目指す従来のコースに加え、複合的療法（CDT）の習得に
特化したコースのふたつを開催いたします。
　医療従事者として、自分自身の治療の幅を広げ、一人でも多くの患者さの方をリンパ浮腫から解放できる人材として活躍していきませんか。

●目的に合わせた２つのコース
　【リンパ浮腫治療・技術習得コース】
　 　リンパ浮腫療法士の認定を受ける予定はないけれど治療の方法は学びたいという声
から設定されました。リンパ浮腫治療の入門編から実践までを学べます。
　【第４回リンパ浮腫療法士・資格取得コース】
　 　一般社団法人リンパ浮腫療法士認定機構が行う『リンパ浮腫療法士』という認定を
受けるために必要な 135単位のカリキュラムを設定したコースです。
　　目的やご希望に合わせてお選びください。

●働きながら通える週末開催
　 　講習は金曜日の夕方～、土曜日がほとんど。仕事や学校になるべく支障のでない時
間を設定いたしました。

●第一線でご活躍中の講師陣
　 　リンパ浮腫療法士・資格取得コースでは常日頃、治療の第一線でご活躍中の医師の
方々に多方面からお越し頂く講義をご用意しております。基礎となる解剖学、生理学
をはじめ、乳腺外科、婦人科、血管外科、形成外科など、リンパ浮腫の治療に欠かせ
ない講義が盛りだくさん。（技術習得コースの方の受講には別途申込が必要です。）

リンパ浮腫 講習会の概要

リンパ浮腫の治療を学ぶ

組織力でランナーの力に組織力でランナーの力に

資料のご請求・お問い合わせ 　ベテル南新宿診療所　☎ 03-5333-8482　　mail:lt_info@bethel-shinryosho.jp
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。
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取
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に
あ
た
っ
て
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療
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さ
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だ
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が
、
先
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療
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か
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療
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医
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が
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生　
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中
身
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章
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ザ
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。
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治
療
室
に
つ
い

て
の
情
報
だ
け
で
な
く
、
知
識
と
し

て
欲
し
い
情
報
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

非
常
に
好
感
を
持
ち
ま
し
た
。
先
生

の
治
療
室
で
は
治
療
院
名
に「
操
体
」

と
入
っ
て
い
ま
す
し
、
操
体
法
が
メ

イ
ン
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

川
名
先
生　

操
体
は
確
か
に
メ
イ

ン
で
す
が
、
経
絡
治
療
も
行
っ
て
お

り
ま
す
。
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る

こ
と
が
治
療
を
す
る
上
で
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た

自
律
神
経
を
整
え
る
治
療
を
す
る
時

に
鍼
は
有
効
な
手
段
と
な
り
ま
す
。

深
く
鍼
を
う
っ
て
筋
肉
の
神
経
に
刺

激
を
与
え
る
も
の
で
は
な
く
、
も
の

す
ね
。
先
生
は
雑
誌
に
も
『
操
体

法
』
に
つ
い
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
見
て
来

院
さ
れ
る
方
も
多
そ
う
で
す
ね
。

　

川
名
先
生　

代
々
木
だ
と
地
元
の

人
も
来
な
く
は
な
い
で
す
け
ど
、
割

合
で
い
う
と
か
な
り
少
な
い
で
す

ね
。
今
度
見
え
る
方
は
京
都
か
ら
で

す
し
、日
本
全
国
か
ら
見
え
ま
す
ね
。

雑
誌
の
影
響
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

須
藤　

先
生
の
治
療
を
す
る
上
で

の
モ
ッ
ト
ー
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　

川
名
先
生　

体
は
治
る
よ
う
に
で

き
て
い
ま
す
か
ら
、
自
己
治
癒
力
を

高
め
る
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
に

心
が
け
て
い
ま
す
。
自
分
が
牽
引
す

る
の
で
は
な
く
て
、
患
者
さ
ん
と
寄

り
添
っ
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
が
先
生
に
頼

る
の
は
も
ち
ろ
ん
当
然
な
の
で
す
け

ど
、
先
生
が
亡
く
な
っ
た
り
引
っ
越

し
た
ら
、
自
分
の
体
を
診
て
く
れ
る

人
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ

ね
。
で
す
の
で
、
自
分
の
体
と
日
頃

か
ら
つ
き
あ
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
「
操
体

法
」
は
セ
ル
フ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
最

適
で
す
か
ら
、
自
分
の
体
を
診
て
い

く
技
術
も
患
者
さ
ん
に
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

須
藤　

最
後
に
先
生
の
目
標
を
お

伺
い
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

川
名
先
生　

手
数
を
少
な
く
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
は

色
々
と
試
し
て
い
ま
す
が
、
徐
々
に

そ
ぎ
落
と
さ
れ
て
、
シ
ン
プ
ル
な
も

の
に
な
っ
て
い
っ
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
何
も
な
く
て
い
き

な
り
シ
ン
プ
ル
に
。
と
い
う
の
で
は

な
く
て
、
色
々
と
勉
強
し
た
上
で
、

最
終
的
に
は
「
患
者
さ
ん
に
気
持
ち

よ
く
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う

想
い
を
、
刺
激
の
少
な
い
シ
ン
プ
ル

な
施
術
で
実
現
で
き
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

須
藤　

先
生
、
本
日
は
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

川
名
先
生　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

す
ご
く
弱
い
刺
激
を
あ
た
え
て
、
体

の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
、
気
血
の
調

整
を
し
て
自
律
神
経
を
整
え
る
。
そ

う
い
っ
た
使
い
方
で
鍼
も
治
療
に
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

須
藤　

先
生
の
治
療
室
に
は
ど
う

い
っ
た
患
者
さ
ん
が
多
い
の
で
し
ょ

う
か
？

　

川
名
先
生　

腰
や
膝
な
ど
を
動
か

し
づ
ら
い
、
痛
い
、
そ
う
い
っ
た
運

動
器
系
を
悪
く
さ
れ
た
患
者
さ
ん

と
、
頭
が
痛
い
、
体
温
が
高
く
汗
が

多
く
出
る
な
ど
自
律
神
経
系
を
悪
く

さ
れ
て
い
る
方
な
ど
で
す
ね
。
ま
た

女
性
だ
と
婦
人
科
系
の
も
の
な
ど
が

多
い
で
す
ね
。

　

須
藤　

患
者
数
は
一
日
ど
の
く
ら

い
で
し
ょ
う
か
？

　

川
名
先
生　

一
日
五
人
ほ
ど
で
す

ね
。
月
で
い
っ
た
ら
約
百
人
ほ
ど
だ

と
思
い
ま
す
。
予
約
制
で
一
人
に
一

時
間
く
ら
い
を
診
て
お
り
ま
す
。
体

力
的
に
こ
の
人
数
が
一
日
に
診
ら
れ

る
限
度
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

須
藤　

先
生
は
代
々
木
に
治
療
院

を
構
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

地
元
で
開
業
さ
れ
る
こ
と
は
検
討
さ

れ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
都
会

に
お
店
を
出
す
と
な
る
と
賃
料
も
高

そ
う
で
す
。

　

川
名
先
生　

自
宅
で
開
業
し
た
方

が
経
済
的
だ
と
は
思
う
の
で
す
が
、

自
分
と
し
て
は
仕
事
と
生
活
を
き
ち

ん
と
分
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
た

だ
考
え
方
は
様
々
だ
と
思
い
ま
す
。

地
元
に
根
ざ
し
た
治
療
院
を
構
え
る

の
も
ひ
と
つ
の
考
え
だ
と
思
い
ま

す
。
私
も
独
立
し
た
時
に
色
々
と
探

し
ま
し
た
。
都
心
で
も
探
せ
ば
賃
料

が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
場
所
が
あ
り

ま
す
。
は
じ
め
か
ら
都
心
は
賃
料
が

高
い
か
ら
止
め
よ
う
、
と
い
う
考
え

方
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
代
々
木
に

決
め
た
の
は
、
自
分
と
相
性
が
い
い

な
、
馴
染
み
そ
う
だ
な
、
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。

　

須
藤　

代
々
木
だ
と
色
々
な
場
所

か
ら
患
者
さ
ん
が
来
院
さ
れ
そ
う
で

　

ま
ず
始
め
に
、
諸
先
生
方
の
熱

心
な
ご
指
導
の
お
か
げ
で
、
こ
の

度
無
事
に
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指

圧
師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
の
三

資
格
の
国
家
試
験
に
合
格
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

国
家
試
験
に
晴
れ
て
合
格
し
、

今
は
喜
び
で
胸
い
っ
ぱ
い
で
す

が
、こ
の
三
年
間
を
振
り
返
る
と
、

苦
難
の
連
続
で
し
た
。

　

解
剖
学
や
、
生
理
学
が
特
に
苦

手
で
授
業
に
つ
い
て
い
け
ず
、
毎

日
不
安
な
思
い
を
し
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
お
灸
の
ひ
ね
り
が

な
か
な
か
で
き
ず
、
私
は
鍼
灸
師

に
向
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
落
ち
込
む
事
も
あ
り
ま
し
た
。

と
、
ま
た
、
こ
の
三
年
間
で
肩
関

節
の
、
あ
脱
臼
や
、
尾
骨
骨
折
、

足
の
母
趾
の
中
足
指
節
関
節
の
脱

臼
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
け
が
を
し

て
き
た
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
中
で

通
っ
て
い
た
鍼
灸
整
骨
院
で
、
整

復
の
治
療
と
鍼
治
療
を
受
け
て
治

癒
す
る
こ
と
が
で
き
、
私
も
外
傷

の
治
療
も
で
き
る
柔
道
整
復
師
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
ま
た
新
た
な
分

野
で
不
安
な
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
外
傷
に
も
対
応
で
き
る
鍼
灸

師
を
目
指
し
、
医
療
人
と
し
て

の
知
識
や
技
術
の
向
上
に
努
め
、

日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

て
い
た
気
が
し
ま
す
。

　

し
か
し
こ
ん
な
大
変
な
日
々
の

中
で
も
、
共
に
苦
難
を
乗
り
越
え

た
仲
間
と
過
ご
し
た
三
年
間
は
、

私
を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
く
れ
た

貴
重
な
三
年
間
で
し
た
! !
で
き
な

　

学
年
が
進
む
と
さ
ら
に
、
臨
床

的
な
知
識
も
必
要
に
な
り
、
授
業

に
つ
い
て
い
く
こ
と
が
本
当
に
大

変
で
し
た
…
。
期
末
試
験
が
終
わ

れ
ば
、
次
は
実
技
試
験
と
本
当
に

目
ま
ぐ
る
し
く
テ
ス
ト
に
追
わ
れ

す
。
柔
道
整
復
科
に
通
う
き
っ
か

け
に
な
っ
た
こ
と
は
、
三
年
生
に

な
り
国
家
試
験
に
向
け
て
三
年
間

の
復
習
を
す
る
う
ち
に
、
や
は
り

苦
手
だ
っ
た
解
剖
学
の
知
識
を
き

ち
ん
と
学
び
た
い
と
思
っ
た
こ

い
こ
と
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
、

と
こ
と
ん
教
え
て
い
た
だ
い
た
先

生
方
に
、
本
当
に
感
謝
の
思
い
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

さ
ら
に
私
は
、
四
月
か
ら
代
々

木
校
の
柔
道
整
復
科
に
進
学
し
ま

 

本
科
卒
業

　
菅
原

　
弘
子

３
年
間
を
振
り
返
っ
て

卒

生

こ

業

の

と
ば

　臨床の場において、いま自分たちが学んでいる技術や学問がどのように使わ
れているのか、実際にはどのようなことが大切にされているのか、この機会を通して体験させていた
だきたいと思い、インターンシップ参加を申し込みました。
　今回のインターンシップでは20カ所以上の治療院やクリニックが受け入れ先を提供してくださり、
私はひばりが丘のワキ鍼灸マッサージ整骨院と三鷹のグリーンリーフ治療院の２カ所を訪問させてい
ただきました。
　どちらの治療院でも感じたことは、地域に深く根ざしていること、地域の方々に愛されているとい
うことです。また、実際に患者さんへ施術する様子を間近で見学させていただいて、患者さんからの
信頼感が伝わってきました。ただ施術するだけではなく、親身になって患者さんのお話を聞き、患者
さんと向き合うことがその信頼関係の源にあるように感じました。患者さん一人一人と、じっくり向
き合うことはとても体力も精神力も必要だと思いますが、そうしてしっかり向き合っているからこそ

患者さんからも信頼されるのだと思います。また、両院ともカンファレンスや研
修会などを行い、スタッフ同士で学ぶ機会を大切にしている印象を受けました。
学校で習う知識や技術は基本で大切ですが、より良い治療ができるよう常に学び
続ける姿勢は患者さんとの信頼関係を築く上でもとても重要だと実感しました。
　お忙しい中、貴重な機会を与えてくださった治療院の皆さまに感謝いたしま
す。

患者さんと信頼関係を築くために
 Ⅰ部本科２年１組　金山　真伊

インター
ン

シップ報
告
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　成田空港からおよそ３時間半で上海到着。時速 800キロというリニア
モーターカーで都心部へ向かい、市内観光（豫園・新天地）。たいへんな
混雑で迷子にならないように注意して、初めての上海を肌で感じました。
大気汚染は全く感じませんでした。

　本格的な実習のスタート。大学の白衣が配布され、解剖コースではメス、ハサ
ミ、ピンセットの使い方から心構えまでレクチャーされました。黙祷して実習開
始。総合コースでは病院で針灸科と推拿科の見学実習。驚異的な早さで針を打つ
中医師の技術や、種々の症状に対する推拿の適応の多さに皆、驚いておりました。
夜には大学主催の歓迎会で本格中華料理を頂きました。

　朝から夕方までたっぷり実習。総合コースは午前中病院で見学実習後、午後は
大学で中医学の講義、もちろんベテランの通訳さんが丁寧に教えてくれました。
解剖コースではメスの使い方にも慣れてきて、いじられキャラの学生さんは先生
の口頭試問にもよく答えてくれました。オプショナルツアーで、体力のある学生さん達は夜の街へ繰り
出しては自身の身体で推拿・リフレクソロジーなどを体験していました。日本と比べて大分お安い料金
のようです。
　上海雑技団の公演も圧巻でした。今回はわれわれ留学生の中から、投げナイフの的としてステージに
上がるサプライズもあり、大いに盛り上がりました。あっという間の一週間、大きな経験をした一同は
無事に日本へ帰りました。留学中の安全は確実に保障されています。また、大学での学習環境は決して
超快適とは言えませんでしたが、体調不良による病院受診者も無く、全員で上海の暑い夏を乗り切るこ
とができました。大学の中庭には呉竹学園との友好関係を祝った石碑があり、長い歴史と伝統を感じず
にはいられません。本年度もたくさんの方々の参加を希望いたします。 （大宮校　坂本　收司）

第１日

第２日

第３日～第５日

第26回

　参加者総数36人（東京校17人、横浜校９
人、大宮校10人）で８月３日から９日まで
の１週間、解剖コースと総合コースの２
コースで行われました。

上海中医薬大学
短期留学 報告

●日時：2015年5月31日（日）14：30～
●会場：主婦会館プラザエフ 地下２階「クラルテ」

●日時：2015年5月31日（日）15：00～
●会場：主婦会館プラザエフ 地下２階「クラルテ」

●演題：「動きの評価と改善エクササイズ」
●講師：春日井有輝 先生

平成27年度　第47回　呉 竹 会 総 会
●日時：2015年5月31日（日）17：00～19：00
●会場：主婦会館プラザエフ　7階「カトレア」
●会費：3,000円（立食形式）

平成27年度　第6回　卒業生の集い

特別講演会（無料）

平
成

27
年度

Coming
 S

oo
n!
 

イベント
予　告

■プロフィール
法政大学スポーツ健康学部　兼任講師
筑波大学体育専門学群、放送大学文化科学研究科卒業
呉竹鍼灸柔整専門学校　柔道整復科卒業（平成22年度）
柔道整復師、日本体育協会公認アスレティックトレー
ナー、NSCA-CSCS
■概　要
　スポーツ傷害を評価するにあたって、その選手の姿勢
や動きの確認は欠かせない。姿勢の評価は多くの測定手
法や指標が周知されているのに対し、動きの評価は定量
化するのが難しく、指導者や施術家の経験によって行わ
れることが多い。また、動きの評価といいながらも、動き
の中の一場面のみを取り上げてその瞬間の姿勢を評価
しているに過ぎない例も散見される。（例えば、スクワッ
ト動作の最下点の姿勢など）
　そこで本講演では、スクワットやレッグランジなど基
本的な運動を取り上げ、動きの評価のポイントを解説す
る。また、評価で見られた不良な動作を改善するための
エクササイズも紹介する。
　選手の動きに痛みの原因がある場合、施術をして一時
的に傷害が軽快しても、運動を再開したら症状が再発し
てしまうことが多い。患部への対症療法に加えて動きの
評価と改善エクササイズを取り入れることで、傷害の発
生・再発リスクを下げることができると考えられる。

卒業生の皆様
ふるってご参加
ください！

●日時：2015年10月17日（土）
●会場：東京医療専門学校（東京校  四谷本部校舎）

　ミニ学校説明会を同時開催します！

平成27年度　第39回　呉 竹 祭

●日時：2015年10月16日（金）
●会場：呉竹鍼灸柔整専門学校（大宮校）

平成27年度　第27回　呉竹医学会 学術大会

ビック
　カメラ

そごう呉竹医療専門学校呉竹医療専門学校
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埼 玉 支 部 中国針麻酔見学の思い出
　中国針麻酔一本の鍼で人生変わった。
　少々古い話ですが、昭和47年日中友
好条約発効前、私は北京放送局招聘で
35名訪中団の一員として空路香港経由
で北京市へ、旅行２週間で中国各地を見
学した。特筆すべきは北京市人民解放軍
病院での針麻酔見学であった。病院長
の説明後、手術室真上の部屋に通され
た。広い空間に丸いドームがあり手術台
があった。すでにベッドには40歳くら
いの女性が仰向けに横になっていた。両
手、両足に２名の看護師が針刺激を行っ
ていた。間もなく２名の医師により腹部
にメスが入り、赤い血線をすばやく拭き
取る。縫合が終わり、30分で手術終了。

患者はわれわれに手を振り自分の足で立
ち去った。見たところ出血も少なく生体
を開腹し、短時間で患者の苦痛を取り除
くとはまことに驚異であった。
　帰国後、鍼灸、マッサージは国家試験
を受けて免許がなければ行えないことを
知った。故人になられた坂本貢校長のご
理解の元、当校夜学生となり３年間苦学
の末現在がある。自営であるが故に定年
もなく、存命中は活躍できることに感謝
の毎日であります。
　（東京医療専門学校理事・
　　　　　　　埼玉県呉竹会会長
 大久保秀夫）

東 京 支 部 勉強会のお知らせ
　アベノミクス効果か、好景気の話も聞
こえてきますが、私たちの業界まではま
だまだ潤っていません。今こそ技術向
上で集客力アップの時です。たいへん好
評を得ています東京支部勉強会を今年も
開催いたしますが、現時点では、講師と
の日程が合わず、詳細は決定しておりま
せん。７月ごろに開催予定ですが、詳細
は呉竹会東京支部のホームページをリ
ニューアルして、またはフェイスブック
にてお知らせいたします。さらに過去に
東京支部の勉強会に出席された方で、事
務局で住所の分かる方、あるいはランダ
ムに選ばれた方には、ハガキにて開催の
一月前には通知する予定ですので期待し

てお待ちください。
　東京支部へのご質問や行ってほしいイ
ベント、さらには求人・求職のご相談や
勉強会参加ご予約は下記へお願いいたし
ます。 （事務局長　金谷　義孝）

【連絡先】
支部会長　安藤　隆一
事務局長　金谷　義孝
　事務局　〒104-0061
　　東京都中央区銀座3-11-16-2A
　　TEL/Fax　03-5565-3789
　　携帯　090-3515-0621
　　HPアドレス  http://kuretake-t.jp
　　事務局Ｅメール
 k.iaa@ac.auone-net.jp
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神奈川支部 呉竹総会および研究会を開催
　平成26年６月８日（日）若々しき木々
の葉が生い茂るころ、神奈川県呉竹会総
会及び研究会が藤沢市民会館において開
催されました。
　総会では、事業報告、会計報告、監査
報告の審議、その他の議事では昨今われ
われの業界を取り巻く諸問題について意
見交換がなされ、総会も盛会裡に終了し
ました。
　引き続き研究会に移り、「生活習慣病
の予防法」について、各先生方が日常気
をつけていること、実行していることを
例にあげていただき、病気の予防対策に
ついて意見を交換しあいました。
　毎年発表されている統計、日本人主要
死亡原因の１位・ガン、２位・心臓病、
３位・肺炎、４位・脳卒中はここ何年も
変わらぬ順位であり、何人かの先生はす

でに持病として加療中でした。
　健康維持には食事と運動が大切である
という意見が多く出ましたが、「その根
拠は？」と問われると、多くのデータを
集められたわけでもなく、また何十年も
追跡したわけでもなく、どの生活習慣が
良かったのか確定できないため、明確な
答えにはいたりませんでした。
　しかし、生活習慣が悪ければ不健康に
なり、病気になるのは事実です。食生活
をはじめとする生活習慣を正しくして心
も身体も病に抵抗できる身体をつくって
病気にならないように予防すること。そ
れには、適切な食事と運動であるという
意見にまとまりました。
　和やかな雰囲気の中、懇親会に入り、
先生方の親睦を深めました。
 （佐藤　祐司）

長 野 支 部 ７月総会に向けての活動
　呉竹会長野県支部は発足後28年目を
迎えます。しかしここ数年総会が開かれ
ておりません。
　中核会員はほとんど公益社団法人長野
県柔道整復師会の会員のため、その充実
した事業に関わっており、各種学術講演
会・トレーナー活動・災害ボランティア
活動・少年柔道大会への協力などが成さ
れております。結果、呉竹会支部として
の独自活動が成されておりません。
　昨年長野県では多くの災害がありまし
た。御嶽山の噴火、木曽の土砂災害、北
部での地震災害等、自然環境の変化を
年々強く感じています。
　また地域経済活動を鑑みますと、東信
北信における北陸新幹線の開通、南信に
おけるリニア中央新幹線の誘致、中信の
サッカーチーム松本山雅のJ1進出など
未来に向かって各地区努力されておりま
す。しかし少子高齢化の影響はわれわれ

の業務内容や社会活動にも大きく関わっ
ていて、発足当時のバブル期とは全く違
う様相を呈しております。
　こうした状況を考えますと、和を多少
なりとも濃くすべく、縁あって集う呉竹
会をより充実したものに知恵を絞りたい
と思います。会員の人数把握の困難、鍼
灸マッサージ師との関係性の希薄など、
組織存続の困難さはありますが、７月に
は総会を開き、前記事柄につき検討して
いく予定です。
 （西沢　成章）

【仮連絡先】
松本市蟻ケ崎4-3-49　西沢　成章
　電話　0263-36-7180
　メールアドレス
　nisi.21.bone@brown.plala.or.jp

千 葉 支 部 新時代を作る
　日本の総人口が平成20年をピークに
減少をたどり始めました。それに反し、
柔道整復師は58573人・あん摩マッ
サージ師109309人・はり師100881
人・きゅう師99118人（いずれも平成
24年データ）ここ６年間で40％、柔
道整復師においては倍の増加をたどって
います。医療家の増加は喜ばしいことで
はあるのですが、業としてのクロージン
グ先が開業である以上、同業者が増え続
け、過当競争が続くことになってしまい
ます。
　今、業界に求められているのは、患者
さんが魅力に思うような患者ニーズに適
応した診断治療であり、適応した院づく
り、商品開発であろうと思っています。
将に市場は新しい業としての柔整鍼灸な

どの全機性を持った医療の誕生を待ち望
んでいるように思います。この過渡期と
もいえる時代に千葉県呉竹会としては新
時代を作る心意気で勉強会を重ねていま
す。
 （会長　近藤　昌之）

【連絡先】
支部会長　近藤　昌之
事務局長　安藤　治彦
(事務局 )
　〒273-0031
　千葉県船橋市西船4-24-11
　ＫＭＣビル
　電話03-3517-2446
　事務局Ｅメール　ando@cmc-g.jp

栃 木 支 部 ねんりんピックで柔道整復師をPR
　昨年10月４日～７日、栃木県内各
地で開催された「ねんりんピック栃木
2014」は、台風18号の影響で一部競
技・イベントが中止となりましたが、全
国から大勢の選手・役員やそのご家族な
ど約50万人が訪県し、たいへんなにぎ
わいとなりました。
　（公社）栃木県柔道整復師会では、各
市町からの要請を受け、会場での救護活
動・コンディショニング指導などを行い
ました。また、県庁前ふれあい広場では、
２日間で500人を超える方の骨密度測
定と健康相談を行いました。とても良い
「柔道整復師のPR活動」になったと思い
ます。
　今後もさまざまなイベントにおいて、
このような活動を続け、柔道整復師への
正しい認知を広げていきたいと思いま
す。
　３月には、日整主催の「第37回関東
学会神奈川大会」が開催されました。
　会場にて、呉竹学園卒業以来、約20
年ぶりとなる同級生とも再会することが
できました。
　学生当時と変わらぬ姿の方もいれば、

当時の面影を残したまま変身された方も
いらっしゃいました…。また、学生当時
に担任していただいた、細野昇先生（現
　大宮校校長）ともお会いすることがで
きました。楽しい一時を過ごさせていた
だきました。今年度の関東学会は栃木県
が主催県となりますので、皆様の参加を
お待ちしております。
　栃木呉竹会では、毎年４月と10月の
年２回「研究会」を開催し、意見交換や
情報交換などを行っております。
　本年度の卒業生も含め、栃木県内で、
勤務・開業をされている方がおりました
ら、是非とも呉竹会栃木支部にご一報願
います（日整以外の会員の方でもOKで
す）。
 （河津　　裕）

【連絡先】
支部会長　半田　光男
事務局長　福田　　実
　事務局　〒322-0076
　　栃木県鹿沼市上日向628-4
　　電話　0289-65-2141

静 岡 支 部 花粉の季節は鍼灸手技で
　暖かくなるにつれて花粉の飛散量が増
加し、今年初めて花粉症の症状が出まし
たという年配の方がとても増えておりま
す。自分の持っているアレルゲンの入れ
物（バケツ）があふれると突然発症する
という「アレルギーバケツ」理論は俗説
であり専門医により否定されております
が、脳幹機能の低下が自然治癒力の低下
となり、自律神経のバランスや免疫力を
低下させ発症しやすくなるという説があ
ります。この説によれば私たちが施術す
る鍼、灸、手技療法は脳幹に刺激を与え、
脳幹機能を高め自然治癒力を向上させ、
自律神経のバランスをとり免疫力を正常
化させ、結果さまざまな症状、症状を改

善するのにとても有効であるとのことで
す。私たちはもっと自信を持って施術し
てよいのかもしれません。
　静岡呉竹会では毎年10月頃より本校
の募集要項の説明も兼ね、一般の方を対
象に東洋医学、接骨医療をテーマにした
セミナーを開催しております。皆様方の
御参加ををお待ちしております。

【連絡先】
増川　裕一
　静岡県三島市大場143-2
　電話　055-977-175
　（ワコーメディカル）

群 馬 支 部
呉竹会移動理事会
　14年ぶりの呉竹会移動理事会が、群
馬県支部の主管で平成26年11月15日
～ 16日に開催されました。（前回は平
成12年に栃木県で開催）会場の高崎市
のサンコー72カントリーホテルに、呉
竹会役員と坂本理事長をはじめ多数の教
職員が参加されました。
　会議後の懇親会では、カラオケや抽選
会などで大いに盛り上がりました。
　翌朝、観光組は「世界文化遺産の富岡
製糸場」や「こんにゃく会館」等を見学。
ゴルフ組は親善ゴルフ大会で日ごろの腕
前を競いました。主な結果は次のとおり。
優 勝　川口　央修　 90
２位　海老原　勝　 96
３位　櫻井　　弘　 97
５位　有沢　　治　 91
10位　坂本　　歩　109
15位　柏崎　　勝　122
17位　横瀬　　稔　120
B B　丸山　純子　124
B M　永山　佳子　144
富岡製糸場と「花燃ゆ」
　NHKドラマ「花燃ゆ」の小田村伊之

助は群馬県令（群馬県初代知事）となり、
教育や産業の振興に尽力した。その折、
政府が財政難のため、富岡製糸場の閉鎖
の方針を打ち出した。それを聞いた小田
村（楫取素彦県令）は閉鎖に反対する意
見書を政府に提出し、当分の間、国営の
ままで維持することが決まったとのこと
である。（現在・世界文化遺産で国宝）（写
真は富岡製糸場前で）

【連絡先】
櫻井　　弘
　高崎市飯塚町1040
　電話　027-361-2502
牛込　信喜
　前橋市下石倉町22-6
　電話　027-251-5382

2014年勉強会実績 2015年勉強会予定
１月 矯正術 鼻炎
２月 保険講習 美容鍼
３月 エコー診断 眼精疲労
４月 復習 パルスを使った頸部治療
５月 寝違い 背部兪穴の触診と刺鍼
６月 低周波治療 自律神経調整法
７月 紹介状の書き方 クーラー病
８月 お休み お休み
９月 JDC 便秘・腸モミ
10月 JDC 腸モミ
11月 JDC 円形脱毛症
12月 エコー診断 お休み
日　時：基本的に毎第４木曜日（月によって変更あり）午後21:30より22:45
参加費：500円
場　所：JR西船橋駅前KMCビル３Ｆ（千葉銀となり）参加者はご連絡ください。

支 部 活 動 報 告
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４月

10月

５月

　ご来賓の方々より、医療人として新たな第
一歩を踏み出す卒業生に向けて、医療の最前
線で活躍する先輩の立場から、愛情溢れるご
祝辞が送られます。

●卒業式

　毎年各講演、教室に入りきれないほど盛況な呉竹医学会
は、今年は大宮校舎にて行われます。（詳細は５ページ参
照）

●呉竹医学会

　フレッシュな雰囲気の中に若
干の緊張が見え隠れする新入
生。新しい仲間との新しい生活
が始まります。

●入学式

　入学してまもなく体育大
会が行われ、イベントを通
じてクラスの仲も一気に深
まります。

●体育大会

　卒業の集いは、先生方や同窓生と近況を語り合う
場となっております。興味のある方はぜひご参加く
ださい。

●呉竹総会・卒業生の集い

　体育大会と並ぶ当校のビッグイベント呉竹
祭！各種出店でお腹を満たした後は、チャリテ
ィー鍼灸・マッサージでリラックス。卒業生は
もちろん、当校に入学を考えている方にとって
も学校の雰囲気を味わえる良い機会です。皆様
のご来場、心よりお待ちしております！
（詳細は５ページ参照）

●呉竹祭＋ミニ学校説明会

３月

年間
スケジュール

ご
協
力

　あ
り
が
と
う

　
　ご
ざ
い
ま
す《編集委員》　事務：須藤　昌隆・船水　隆広

〒160-0008 東京都新宿区三栄町三番地

東京医療専門学校内
電話 03-3341-4043　FAX 03-3358-3976
ホームページ　http://www.kuretake.ac.jp/

発 行 所 呉 竹 会東京医療専門学校

私
は
三
月
に
柔
道
整
復
師
の
国
家
試

験
に
合
格
し
ま
し
た
。
私
の
目
標
は

柔
道
整
復
師
と
鍼
灸
師
の
資
格
を
取

り
将
来
、
開
業
す
る
こ
と
で
す
。
柔

道
整
復
師
の
知
識
だ
け
で
は
な
く
、

鍼
灸
師
の
知
識
を
学
び
施
術
の
幅
を

広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
鍼
灸
科
に

進
む
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
現
在
、
外
傷
で
接
骨
院
を
訪
れ
る

患
者
様
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
疲
れ
を
取
る

目
的
で
来
院
さ
れ
る
患
者
様
が
多
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
現
在
、
接
骨

院
の
数
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
中
で
、
他
の
接
骨
院
よ
り
も
患

者
様
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
施
術
を
す

る
た
め
に
は
、
や
は
り
柔
道
整
復
師

の
知
識
だ
け
で
は
足
り
な
い
と
思
い

ま
し
た
。
鍼
灸
科
に
入
学
し
鍼
灸

の
知
識
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
、

様
々
な
症
状
に
対
し
て
施
術
で
き
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
今
後
の
目
標
と
し
て
は
、
ま
ず
は

勉
強
で
つ
ま
ず
か
な
い
こ
と
、
そ

し
て
職
場
で
し
っ
か
り
と
修
行
し
、

四
十
歳
ま
で
に
開
業
す
る
こ
と
で

す
。
資
格
を
取
っ
て
す
ぐ
に
開
業
せ

ず
、
現
場
で
し
っ
か
り
と
知
識
、
技

術
を
身
に
つ
け
患
者
様
に
信
頼
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
医
療
人
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
信

を
も
っ
て
開
業
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。維

持
会
費

協
力
者
一
覧

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科

鍼

　
　灸

　
　科

柔
道
整
復
科

　今
回
の
ご
協
力
者
氏
名
一
覧
は
平
成
二
十
六
年
九
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
八
日
受

付
分
ま
で
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
氏
名
は
学
科
・
卒
業
年
・
五
十
音
順
と
し
、
金
額
は
省
略
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
維
持
会
費
を
納
入
し
て
頂
い
た
方
の
う
ち
、『
登
録
番
号
』
の
印
字
が
な
い
た
め
に
、
ど
な
た

が
お
振
込
し
て
頂
い
た
の
か
判
別
出
来
な
い
金
額
が
ご
ざ
い
ま
す
。
お
振
込
さ
れ
た
方
が
分
か
り
次

第
、
次
号
以
降
に
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
竹
田
　
幸
子
　
　
昭
和
39
年

　
竹
内
　
利
勝
　
　
昭
和
46
年

　
富
岡
　
武
子
　
　
昭
和
56
年

　
金
谷
　
義
孝
　
　
平
成
８
年

　
仲
川
　
浩
史
　
　
平
成
26
年

　
綱
島
　
郁
子
　
　
昭
和
61
年

　
堀
　
　
邦
子
　
　
平
成
16
年

　
本
多
　
忠
相
　
　
平
成
23
年

柔
整
と
鍼
灸
の
資
格
を
取
る
に
あ
た
っ
て

 

宇
治
原
大
貴
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